
 

 

 

 

  

 

出火原因 内 容 はい いいえ 

 布団の上での喫煙や、寝たばこをすることがある。 
  

灰皿の中が吸殻で一杯である。 
  

家の中で、歩きながらたばこを吸うことがある。 
  

 
ストーブの近くに燃えやすいものがある。 

  

安全ガードを取り外して使用している。   

ストーブをつけたまま、給油することがある。 
  

 
調理中にこんろから離れることがある。 

  

こんろの周りに燃えやすいものを置いている。 
  

グリルが油で汚れている。 
  

 コンセント・プラグにホコリが溜まっている。 
  

電気コード（タップ付き）を繋げて使用している。 

タコ足配線をしている。 

  

電気コードを束ねた状態で使用している。 

電気コードが劣化している。 

  

 
線香やローソクに火をつけ、その場を離れることがある。 

  

仏壇の周囲（畳など）に焦げた跡がある。 
  

住宅火災 

よくわからない、または不安な場合は、小金井消防署までお問い合わせください。 

小金井消防署 警防課 防災安全係 TEL 042-384-0119 / FAX 042-385-9918 

「はい」に〇が付いた危険箇所は、裏面を見て改善しましょう！ 
 



 

 住宅用火災警報器 交換目安は１０年です！ 

＜防火対策のポイント＞

たばこ 

・火種温度は 800 度前後あり、布団の上や寝たばこは大変危険です。 

・灰皿には水を入れ、決まった場所で喫煙し、吸殻は確実に消火しましょう。  

・灰皿には吸殻をためず、こまめに清掃しましょう。 

・吸殻は、必ず水に浸し、ごみ収集日に出しましょう。 

ストーブ 

・ストーブは、布団から離して使用し、就寝時は、スイッチを切りましょう。 

・洗濯物を干す場合、ストーブ上部から離して干しましょう。 

・電気ストーブは、裸火が見えませんが、電熱部は高温になります。 

・ストーブを移動する場合や給油するときは、一旦消火しましょう。 

・ストーブの近くでは、スプレーを使うのはやめましょう。 

（化粧用、虫よけ、防水スプレーは可燃性ガスが充填されています。） 

こんろ 

・こんろの安全装置を過信せず、離れる場合は火を消しましょう。 

・こんろ周辺には、燃えやすい物は置かないようにしましょう。 

・グリル（魚焼き）は、こまめに掃除をしましょう。 

・調理時は、防炎製のエプロンやアームカバーを使いましょう。 

電気・コード 
・プラグは乾いた布等で掃除し、使わない電気製品は、コンセントから外しましょう。 

・タコ足配線は、コンセントやプラグが熱くなり、発火する恐れがあります。  

（コード（タップ付き）の定格容量を確認しましょう。） 

・コードを束ねて使用すると、発熱や火災になる恐れがあります。  

・異音や臭いがした時は、使用を中止し、電気店などに相談してみましょう。  

 
裸火 

・仏壇から離れるときは、ローソクの火は消しましょう。 

・裸火が心配な方は、電池式ローソクが販売されています。 

・ローソクや線香が倒れても大丈夫なように防炎製の座布団や防炎シートを使いましょう。 

 


